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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
気 体 を 外 部 か ら 吸 入 し て 気 流 を 発 生 さ せ る 送 風 器 と 、 放 電 現 象 に よ り 活 性 種 を 発 生 さ せ る  
活 性 種 発 生 器 と 、 前 記 活 性 種 を 含 む 気 体 を 下 方 か ら 上 方 へ 向 け て 送 風 す る 吹 出 し 口 と を 備  
え る 活 性 種 発 生 装 置 が 天 面 に 設 置 さ れ て い る 冷 却 装 置 を 有 す る シ ョ ー ケ ー ス 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 シ ョ ー ケ ー ス の 凝 縮 器 か ら 発 生 す る 廃 熱 を 、 前 記 活 性 種 発 生 装 置 に 供 給 す る 吸 気 ダ ク  
ト を 備 え る 請 求 項 １ に 記 載 の シ ョ ー ケ ー ス 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 シ ョ ー ケ ー ス の 内 部 に 発 生 す る 冷 気 を 、 前 記 活 性 種 発 生 装 置 と の 間 で 遮 断 す る 障 壁 を  
、 前 記 天 面 に 備 え る 請 求 項 ２ に 記 載 の シ ョ ー ケ ー ス 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 冷 気 を 用 い て 食 品 を 陳 列 す る 請 求 項 ３ に 記 載 の シ ョ ー ケ ー ス 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 活 性 種 発 生 装 置 は 、 吸 入 し た 前 記 気 体 中 の 浮 遊 物 質 を 捕 集 す る フ ィ ル タ を 備 え る 請 求  
項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の シ ョ ー ケ ー ス 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 活 性 種 発 生 装 置 は 、 吸 入 し た 前 記 気 体 を 加 温 す る ヒ ー タ を 備 え 、 周 囲 よ り も 高 温 の 前  
記 活 性 種 を 含 む 気 体 を 送 風 す る 請 求 項 １ 、 請 求 項 ３ 、 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の シ  
ョ ー ケ ー ス 。

請求項の数　12　（全17頁）
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【 請 求 項 ７ 】
前 記 活 性 種 発 生 装 置 は 、 吸 入 し た 前 記 気 体 を 除 湿 す る 除 湿 器 を 備 え 、 周 囲 よ り も 低 湿 の 前  
記 活 性 種 を 含 む 気 体 を 送 風 す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の シ ョ ー ケ ー  
ス 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 活 性 種 発 生 器 は 、 特 性 の 異 な る 活 性 種 を そ れ ぞ れ 発 生 さ せ る 複 数 の 活 性 種 発 生 電 極 を  
備 え 、 ２ 種 類 以 上 の 前 記 活 性 種 を 含 む 気 体 を 送 風 す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か １  
項 に 記 載 の シ ョ ー ケ ー ス 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 活 性 種 発 生 装 置 の 前 記 吹 出 し 口 の 向 き は 、 変 更 可 能 で あ る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い  
ず れ か １ 項 に 記 載 の シ ョ ー ケ ー ス 。
【 請 求 項 １ ０ 】
温 湿 度 セ ン サ を 備 え 、 閉 塞 空 間 の 湿 度 お よ び 温 度 に 応 じ て 前 記 活 性 種 発 生 器 の 運 転 を 制 御  
す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の シ ョ ー ケ ー ス 。
【 請 求 項 １ １ 】
照 度 セ ン サ を 備 え 、 閉 塞 空 間 の 照 度 に 応 じ て 前 記 活 性 種 発 生 器 の 運 転 を 制 御 す る 請 求 項 １  
か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の シ ョ ー ケ ー ス 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の シ ョ ー ケ ー ス が 配 置 さ れ て い る 閉 塞 さ れ た  
フ ロ ア 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 活 性 種 発 生 装 置 、 シ ョ ー ケ ー ス 、 空 調 機 、 閉 塞 さ れ た フ ロ ア 、 お よ び 、 カ ビ  
お よ び 微 生 物 の 繁 殖 抑 制 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 部 屋 の 上 方 に 放 電 生 成 物 の 発 生 装 置 を 配 し 、 地 面 方 向 に 向 か っ て 活 性 種 を 放 出 す  
る 技 術 が 開 示 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 一 方 、 食 品 の 貯 蔵 を 目 的 と し た 冷  
蔵 冷 凍 シ ョ ー ケ ー ス で は 、 食 品 保 存 を 行 う た め 、 菌 或 い は カ ビ の 除 去 と い っ た 衛 生 性 向 上  
が 求 め ら れ る 。 冷 蔵 冷 凍 シ ョ ー ケ ー ス の 衛 生 性 向 上 を 図 る 技 術 と し て 、 菌 或 い は カ ビ の 抑  
制 効 果 が あ る 放 電 生 成 物 を シ ョ ー ケ ー ス の 内 部 空 間 の 上 方 か ら 下 方 に 向 け て 放 出 す る 機 構  
が 備 え ら れ た 冷 蔵 冷 凍 シ ョ ー ケ ー ス が 開 示 さ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 許 第 ４ ７ ８ ９ ３ ９ ０ 号 公 報
【 文 献 】 特 許 ２ ０ ０ １ － ２ ２ １ ５ ６ ５ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 相 対 湿 度 が 低 い 空 気 ほ ど 、 密 度 が 高 く 、 下 方 に 溜 ま り 、 相 対 湿 度 の 高 い  
空 気 ほ ど 上 方 に 溜 ま る た め 、 閉 塞 空 間 の 天 井 お よ び 天 井 近 傍 の 側 壁 面 に 発 生 す る カ ビ お よ  
び 微 生 物 の 発 生 を 抑 制 す る の は 困 難 で あ っ た 。
　 ま た 、 冷 蔵 冷 凍 シ ョ ー ケ ー ス か ら の 冷 気 ま た は 輻 射 に よ り 天 井 ・ 壁 面 ・ 床 面 が 冷 却 さ れ  
て 結 露 が 発 生 し 、 カ ビ な ど の 微 生 物 が 繁 殖 し 、 衛 生 上 好 ま し く な い 環 境 と な る が 、 従 来 技  
術 で は 製 品 外 部 の 天 井 等 に 十 分 な 量 の 放 電 生 成 物 を 運 搬 す る こ と が 困 難 で あ っ た 。 本 開 示  
は 、 上 記 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め の 技 術 を 開 示 す る も の で あ り 、 閉 塞 空 間 の 天 井 お よ  
び 天 井 の 近 傍 の 側 壁 面 に 発 生 す る カ ビ お よ び 微 生 物 の 増 殖 を 防 止 、 抑 制 で き る 活 性 種 発 生  
装 置 、 シ ョ ー ケ ー ス 、 空 調 機 、 閉 塞 さ れ た フ ロ ア 、 お よ び 、 カ ビ お よ び 微 生 物 の 繁 殖 抑 制  
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方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
  本 開 示 に 示 さ れ る シ ョ ー ケ ー ス は 、
気 体 を 外 部 か ら 吸 入 し て 気 流 を 発 生 さ せ る 送 風 器 と 、 放 電 現 象 に よ り 活 性 種 を 発 生 さ せ る  
活 性 種 発 生 器 と 、 前 記 活 性 種 を 含 む 気 体 を 下 方 か ら 上 方 へ 向 け て 送 風 す る 吹 出 し 口 と を 備  
え る 活 性 種 発 生 装 置 が 天 面 に 設 置 さ れ て い る 冷 却 装 置 を 有 す る も の で あ る 。
　 ま た 、 本 開 示 に 示 さ れ る 閉 塞 さ れ た フ ロ ア は 、 前 記 シ ョ ー ケ ー ス が 配 さ れ て い る も の で  
あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 開 示 に 係 る 活 性 種 発 生 装 置 、 シ ョ ー ケ ー ス 、 空 調 機 、 閉 塞 さ れ た フ ロ ア 、 お よ び 、 カ  
ビ お よ び 微 生 物 の 繁 殖 抑 制 方 法 に よ れ ば 、 閉 塞 空 間 の 天 井 お よ び 天 井 の 近 傍 の 側 壁 面 に 発  
生 す る カ ビ お よ び 微 生 物 の 発 生 を 抑 制 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 １ 】 図 １ Ａ は 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る 活 性 種 発 生 装 置 を 配 置 し た 閉 塞 空 間 の 構 成 を 示 す  
図 で あ る 。 図 １ Ｂ は 、 活 性 種 発 生 装 置 を 配 置 し た 閉 塞 空 間 の 構 成 を 示 す 図 で あ り 、 活 性 種  
発 生 装 置 を 稼 働 さ せ て い る 状 態 を 示 し て い る 。
【 図 ２ 】 実 施 の 形 態 １ に 係 る 活 性 種 発 生 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 の 形 態 １ に 係 る 活 性 種 発 生 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 活 性 種 発 生 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 の 形 態 ３ に 係 る 活 性 種 発 生 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 の 形 態 ３ に 係 る 活 性 種 発 生 器 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 の 形 態 ３ に 係 る 活 性 種 発 生 器 の 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 実 施 の 形 態 ４ に 係 る 活 性 種 発 生 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 実 施 の 形 態 ５ に 係 る 活 性 種 発 生 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 閉 塞 空 間 の 温 度 お よ び 湿 度 と 、 カ ビ お よ び 微 生 物 の 繁 殖 の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 実 施 の 形 態 ５ に 係 る 第 １ セ ン サ を 使 用 し た 活 性 種 発 生 装 置 の 稼 働 制 御 フ ロ ー を  
示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 実 施 の 形 態 ５ に 係 る 第 １ セ ン サ を 使 用 し た 活 性 種 発 生 装 置 の 発 生 量 制 御 フ ロ ー  
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 実 施 の 形 態 ６ に 係 る 活 性 種 発 生 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 実 施 の 形 態 ６ に 係 る 第 ２ セ ン サ を 使 用 し た 活 性 種 発 生 装 置 の 稼 働 制 御 フ ロ ー を  
示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 実 施 の 形 態 ６ に 係 る 第 ２ セ ン サ を 使 用 し た 活 性 種 発 生 装 置 の 発 生 量 制 御 フ ロ ー  
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ６ Ａ は 、 実 施 の 形 態 ７ に 係 る 空 調 機 の 斜 視 図 で あ る 。 図 １ ６ Ｂ は 、 実 施 の  
形 態 ７ に 係 る 空 調 機 の 概 略 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 実 施 の 形 態 ８ に 係 る 冷 凍 冷 蔵 シ ョ ー ケ ー ス の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 実 施 の 形 態 ８ に 係 る シ ョ ー ケ ー ス の 概 略 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 実 施 の 形 態 ８ に 係 る シ ョ ー ケ ー ス の 背 後 に 設 け た 吸 気 ダ ク ト 内 を 上 昇 す る 廃 熱  
の 流 れ を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 実 施 の 形 態 ８ に 係 る シ ョ ー ケ ー ス を 設 置 し た 閉 塞 空 間 の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 天 面 の 前 方 縁 部 に 上 方 に 突 出 す る 障 壁 を 設 け た 、 実 施 の 形 態 ８ に 係 る シ ョ ー ケ  
ー ス の 概 略 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
実 施 の 形 態 １ ．
　 以 下 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る 活 性 種 発 生 装 置 、 閉 塞 さ れ た フ ロ ア 、 お よ び 、 カ ビ お よ び 微  
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生 物 の 繁 殖 抑 制 方 法 を 図 を 用 い て 説 明 す る 。
図 １ Ａ は 、 活 性 種 発 生 装 置 １ ０ ０ を 配 置 し た 閉 塞 空 間 Ｋ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 カ ビ お よ  
び 微 生 物 が 天 井 Ｓ に 繁 殖 し た 状 態 を 示 し て い る 。
図 １ Ｂ は 、 活 性 種 発 生 装 置 １ ０ ０ を 配 置 し た 閉 塞 空 間 Ｋ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 活 性 種 発  
生 装 置 １ ０ ０ を 稼 働 さ せ て い る 状 態 を 示 し て い る 。
図 ２ は 、 活 性 種 発 生 装 置 １ ０ ０ の 概 略 構 成 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 活 性 種 発 生 装 置 １ ０ ０ は 、 ケ ー ス １ ０ と 、 ケ ー ス １ ０ の 上 部 に 配 置  
さ れ た 吹 出 し 口 １ １ と 、 ケ ー ス １ ０ に 収 納 さ れ た 活 性 種 発 生 器 １ ２ と 、 ケ ー ス １ ０ に 収 納  
さ れ 、 活 性 種 発 生 器 １ ２ が 生 成 す る 活 性 種 （ オ ゾ ン 、 負 イ オ ン な ど ） を 含 む 空 気 Ａ Ｒ を 、  
吹 出 し 口 １ １ を 介 し て 上 方 に 送 風 す る 送 風 器 １ ３ と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 活 性 種 発 生 装 置 １ ０ ０ は 、 活 性 種 発 生 器 １ ２ に よ っ て 放 電 活 性 種 （ 以 下 、 単 に 活 性 種 と  
い う 。 ） を 生 成 し 、 閉 塞 空 間 Ｋ （ フ ロ ア ） 内 に お い て 、 床 側 （ 下 方 ） か ら 天 井 方 向 （ 上 方  
） に 向 か っ て 、 当 該 活 性 種 を 含 む 空 気 Ａ Ｒ を 送 風 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 通 常 、 図 １ に 示 す 閉 塞 空 間 Ｋ に お い て は 、 湿 度 の 高 い 空 気 は 、 上 方 、 す な わ ち 、 天 井 Ｓ  
近 傍 に 滞 留 す る 。 そ し て 、 天 井 Ｓ 近 傍 に 滞 留 す る 空 気 か ら 湿 気 が 、 天 井 Ｓ お よ び 、 天 井 Ｓ  
近 傍 の 側 壁 面 の 上 方 を 湿 ら せ る 。 こ の 湿 気 に よ っ て 、 カ ビ お よ び 微 生 物 が 繁 殖 し 始 め る 。  
カ ビ お よ び 微 生 物 が 繁 殖 す る と 、 閉 塞 空 間 Ｋ 内 の 空 気 が 汚 染 さ れ 、 カ ビ お よ び 微 生 物 が 閉  
塞 空 間 Ｋ 内 の 他 の 場 所 に も 繁 殖 し て 汚 染 が 次 第 に 広 が っ て し ま う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ こ で 、 活 性 種 発 生 装 置 １ ０ ０ を 床 に 設 置 し 、 上 方 に 向 け た 吹 出 し 口 １ １ か ら 、 活 性 種  
を 含 む 空 気 Ａ Ｒ を 上 方 に 送 風 す る 。 吹 出 し 口 １ １ の 一 例 と し て ダ ク ト 形 状 が あ る 。 吹 出 し  
口 １ １ を ダ ク ト 形 状 と す る こ と で 、 風 の 指 向 性 を 高 め て 、 活 性 種 の 搬 送 能 力 を 向 上 で き る  
。 閉 塞 空 間 Ｋ の 下 向 か ら 上 方 に 、 床 近 傍 の 湿 度 の 低 い 活 性 種 を 含 む 空 気 Ａ Ｒ を 天 井 Ｓ 周 辺  
に 送 風 し 、 カ ビ お よ び 微 生 物 の 繁 殖 を 抑 制 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ３ は 、 活 性 種 発 生 装 置 １ ０ ０ の 他 の 例 で あ る 活 性 種 発 生 装 置 １ ０ ０ Ｂ の 概 略 構 成 を 示  
す 概 念 図 で あ る 。
活 性 種 発 生 装 置 １ ０ ０ Ｂ は 、 上 述 の 活 性 種 発 生 装 置 １ ０ ０ Ａ の 構 成 に 加 え て 、 活 性 種 発 生  
器 を 通 る 前 の 空 気 中 の 浮 遊 物 質 を 捕 集 し て 浄 化 す る フ ィ ル タ １ ４ を 備 え る 。 フ ィ ル タ １ ４  
に よ っ て 予 め 浄 化 し た 空 気 を 用 い て 活 性 種 を 含 む 空 気 Ａ Ｒ を 送 風 す る こ と で 天 井 Ｓ お よ び  
天 井 Ｓ 近 傍 の 側 壁 面 へ の 汚 れ の 付 着 を 抑 制 し 、 カ ビ お よ び 微 生 物 の 繁 殖 を 抑 制 す る 効 果 が  
高 ま る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 実 施 の 形 態 １ に 係 る 活 性 種 発 生 装 置 は 、
気 体 を 外 部 か ら 吸 入 し て 気 流 を 発 生 さ せ る 送 風 器 と 、 放 電 現 象 に よ り 活 性 種 を 発 生 さ せ る  
活 性 種 発 生 器 と 、 前 記 活 性 種 を 含 む 気 体 を 下 方 か ら 上 方 へ 向 け て 送 風 す る 吹 出 し 口 と を 備  
え る も の な の で 、
閉 塞 空 間 Ｋ の 下 向 か ら 上 方 に 、 床 近 傍 の 湿 度 の 低 い 活 性 種 を 含 む 空 気 Ａ Ｒ を 天 井 Ｓ 周 辺 に  
供 給 す る こ と に よ っ て 、 閉 塞 空 間 Ｋ の 天 井 Ｓ お よ び 天 井 Ｓ 近 傍 の 側 壁 面 の カ ビ お よ び 微 生  
物 の 繁 殖 を 抑 制 で き る 。
　 ま た 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る 活 性 種 発 生 装 置 は 、
吸 入 し た 前 記 気 体 中 の 浮 遊 物 質 を 捕 集 す る フ ィ ル タ を 備 え る の で 、
天 井 Ｓ お よ び 天 井 Ｓ 近 傍 の 側 壁 面 へ の 汚 れ の 付 着 を 抑 制 し 、 カ ビ お よ び 微 生 物 の 繁 殖 を 抑  
制 す る 効 果 が 高 ま る 。
　 ま た 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る 閉 塞 さ れ た フ ロ ア は 、
放 電 現 象 に よ り 活 性 種 を 発 生 さ せ 、 下 方 か ら 天 井 方 向 へ 前 記 活 性 種 を 含 む 気 体 を 送 風 す る  
活 性 種 発 生 装 置 が 、 天 井 に 対 向 し て 配 さ れ て い る の で 、
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閉 塞 空 間 Ｋ の 天 井 Ｓ お よ び 天 井 Ｓ 近 傍 の 側 壁 面 の カ ビ お よ び 微 生 物 の 繁 殖 を 抑 制 で き る 。
　 ま た 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る カ ビ お よ び 微 生 物 の 繁 殖 抑 制 方 法 は 、
天 井 を 有 す る 閉 塞 空 間 に お い て 、 放 電 現 象 に よ り 活 性 種 を 発 生 さ せ 、 下 方 か ら 天 井 方 向 へ  
前 記 活 性 種 を 含 む 気 体 を 送 風 す る の で 、
閉 塞 空 間 Ｋ の 天 井 Ｓ お よ び 天 井 Ｓ 近 傍 の 側 壁 面 の カ ビ お よ び 微 生 物 の 繁 殖 を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
実 施 の 形 態 ２ ．
　 以 下 、 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 活 性 種 発 生 装 置 ２ ０ ０ を 、 実 施 の 形 態 １ と 異 な る 部 分 を 中 心  
に 説 明 す る 。
図 ４ は 、 活 性 種 発 生 装 置 ２ ０ ０ の 概 略 構 成 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
活 性 種 発 生 装 置 ２ ０ ０ は 、 実 施 の 形 態 １ で 説 明 し た 活 性 種 発 生 装 置 １ ０ ０ の 構 成 に 加 え て  
、 送 風 す る 空 気 を 周 囲 よ り も 高 温 に 暖 め る ヒ ー タ １ ５ を 備 え る 。
　 ヒ ー タ １ ５ を 併 用 し て 天 井 Ｓ 付 近 よ り も 相 対 湿 度 の 低 い 活 性 種 を 含 む 空 気 Ａ Ｒ を 上 方 に  
向 け て 送 風 し 、 天 井 Ｓ 近 傍 の 温 度 を 上 昇 さ せ 、 天 井 Ｓ 近 傍 の 相 対 湿 度 を 低 下 さ せ 、 天 井 Ｓ  
お よ び 天 井 Ｓ 近 傍 の 側 壁 面 を 乾 燥 さ せ る こ と に よ っ て 、 カ ビ お よ び 微 生 物 の 繁 殖 を 更 に 抑  
制 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 ヒ ー タ １ ５ に 代 え て 、 除 湿 器 １ ６ を 用 い て も 、 活 性 種 を 含 む 空 気 Ａ Ｒ の 湿 度 を 周  
囲 よ り も 低 下 さ せ る こ と が で き る の で 同 様 の 効 果 を 奏 す る 。 ま た 、 実 施 の 形 態 １ で 説 明 し  
た フ ィ ル タ １ ４ を 併 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 活 性 種 発 生 装 置 は 、
吸 入 し た 前 記 気 体 を 加 温 す る ヒ ー タ を 備 え 、 周 囲 よ り も 高 温 の 前 記 活 性 種 を 含 む 気 体 を 送  
風 す る も の な の で 、
、 天 井 Ｓ 近 傍 の 温 度 を 上 昇 さ せ 、 天 井 Ｓ 近 傍 の 相 対 湿 度 を 低 下 さ せ 、 天 井 Ｓ お よ び 天 井 Ｓ  
近 傍 の 側 壁 面 を 乾 燥 さ せ る こ と に よ っ て 、 カ ビ お よ び 微 生 物 の 繁 殖 を 更 に 抑 制 で き る 。
　 ま た 、 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 活 性 種 発 生 装 置 は 、
吸 入 し た 前 記 気 体 を 除 湿 す る 除 湿 器 を 備 え 、 周 囲 よ り も 低 湿 の 前 記 活 性 種 を 含 む 気 体 を 送  
風 す る も の な の で 、
活 性 種 を 含 む 空 気 Ａ Ｒ の 湿 度 を 周 囲 よ り も 低 下 さ せ る こ と が で き る の で 、 ヒ ー タ を 設 置 す  
る 場 合 と 同 様 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
実 施 の 形 態 ３ ．
　 以 下 、 実 施 の 形 態 ３ に 係 る 活 性 種 発 生 装 置 ３ ０ ０ を 、 実 施 の 形 態 １ と 異 な る 部 分 を 中 心  
に 説 明 す る 。
図 ５ は 、 活 性 種 発 生 装 置 ３ ０ ０ の 概 略 構 成 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
図 ６ は 、 活 性 種 発 生 器 ３ １ ２ の 斜 視 図 で あ る 。
図 ７ は 、 活 性 種 発 生 器 ３ １ ２ の 側 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 活 性 種 発 生 器 ３ １ ２ は 、 性 質 の 異 な る ２ 種 類 （ ３ 種 以 上 で も よ い ） の 活 性 種 を 同 時 に 発  
生 さ せ る こ と が で き る 。 図 ６ 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 活 性 種 発 生 器 ３ １ ２ は 、 放 電 生 成 物 Ｄ  
Ｐ １ （ 第 １ 活 性 種 ） を 生 成 す る ２ つ の 第 １ 放 電 電 極 Ｅ １ と 、 放 電 生 成 物 Ｄ Ｐ ２ （ 第 ２ 活 性  
種 ） を 生 成 す る 第 ２ 放 電 電 極 Ｅ ２ と 、 接 地 電 極 Ｅ Ａ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 １ 放 電 電 極 Ｅ １ 、 第 ２ 放 電 電 極 Ｅ ２ 、 お よ び 接 地 電 極 Ｅ Ａ は 、 電 気 絶 縁 性 の 樹 脂 パ ー  
ツ （ 図 示 し な い ） で 囲 っ て 保 持 部 Ｈ に 固 定 さ れ る か 、 又 は ビ ス 留 め あ る い は 接 着 に よ っ て  
保 持 部 Ｈ に 固 定 さ れ て い る 。 ２ つ の 第 １ 放 電 電 極 Ｅ １ は 、 円 筒 状 の 接 地 電 極 Ｅ Ａ を 挟 ん で  
、 こ れ と 離 間 し て 、 第 １ 方 向 Ｘ の 一 方 Ｘ １ （ 処 理 対 象 、 す な わ ち 天 井 側 ） に 向 か っ て 保 持  
部 Ｈ か ら 突 出 し て 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 第 １ 放 電 電 極 Ｅ １ は 、 基 端 部 か ら 先 端 部 に 向 か  
っ て 縮 径 す る 円 錐 状 の 針 状 電 極 と し て 構 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 ２ 放 電 電 極 Ｅ ２ は 、 接 地 電 極 Ｅ Ａ と 離 間 し て 、 第 １ 方 向 Ｘ に 一 列 に 並 ん で 、 先 端 部 が  
接 地 電 極 Ｅ Ａ と 第 １ 方 向 Ｘ に 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 第 ２ 放 電 電 極 Ｅ ２ は 針 状 電  
極 で あ る 。 接 地 電 極 Ｅ Ａ は 、 第 １ 方 向 Ｘ に 向 か っ て 抜 け る 円 筒 状 の 電 極 な の で 、 第 １ 方 向  
Ｘ の 一 方 Ｘ １ 側 か ら 見 る と 、 接 地 電 極 Ｅ Ａ の 内 側 に 第 ２ 放 電 電 極 Ｅ ２ が 配 置 さ れ て い る よ  
う に 見 え る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 １ 放 電 電 極 Ｅ １ 、 第 ２ 放 電 電 極 Ｅ ２ 、 接 地 電 極 Ｅ Ａ は 、 第 ２ 放 電 電 極 Ｅ ２ と 接 地 電 極  
Ｅ Ａ と の 放 電 距 離 Ｌ ２ が 、 第 １ 放 電 電 極 Ｅ １ と 接 地 電 極 Ｅ Ａ と の 放 電 距 離 Ｌ １ よ り も 小 さ  
く な る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 第 ２ 放 電 電 極 Ｅ ２ は 、 高 電 圧 変 換 部 （ 図 示 し な い ） か ら 得  
ら れ た 高 電 圧 が 印 加 さ れ る こ と に よ っ て 接 地 電 極 Ｅ Ａ と の 間 で 放 電 を 起 こ し 、 第 １ 放 電 電  
極 Ｅ １ が 生 成 す る 放 電 生 成 物 Ｄ Ｐ １ と は 異 な る 放 電 生 成 物 Ｄ Ｐ ２ を 発 生 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 第 ２ 放 電 電 極 Ｅ ２ は 針 状 電 極 で 構 成 さ れ て い る と し た が 、 針 状 電 極 に 限 ら れ た も  
の で は な い 。 第 ２ 放 電 電 極 Ｅ ２ は 、 電 界 を 集 中 さ せ る た め に 、 先 細 り の 先 端 部 を 有 す る 形  
状 が 望 ま し い が 、 こ の 形 状 に 限 ら れ た も の で は な く 、 柱 状 で も よ い 。 ま た 、 第 ２ 放 電 電 極  
Ｅ ２ は 、 等 細 線 か ら な る 電 極 、 あ る い は 細 線 を 複 数 本 束 ね た ブ ラ シ 状 電 極 で も よ い 。 第 ２  
放 電 電 極 Ｅ ２ の 材 質 は 、 金 属 で あ る が 、 金 属 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 導 電 性  
を 有 す る 炭 素 繊 維 等 、 導 電 性 を 有 す る 他 の 素 材 か ら 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 ２ 放 電 電 極 Ｅ ２ か ら 発 生 す る 放 電 生 成 物 Ｄ Ｐ ２ は 、 前 述 の よ う に 第 １ 放 電 電 極 Ｅ １ か  
ら 発 生 す る 放 電 生 成 物 Ｄ Ｐ １ と は 異 な る 。 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 放 電 生 成 物 Ｄ Ｐ １ は 負 イ  
オ ン で あ り 、 放 電 生 成 物 Ｄ Ｐ ２ は オ ゾ ン で あ る 。 第 ２ 放 電 電 極 Ｅ ２ と 接 地 電 極 Ｅ Ａ と の 放  
電 距 離 が 、 第 １ 放 電 電 極 Ｅ １ と 接 地 電 極 Ｅ Ａ と の 放 電 距 離 よ り も 小 さ い こ と で 、 第 ２ 放 電  
電 極 Ｅ ２ か ら 放 出 さ れ た 電 子 は 、 第 ２ 放 電 電 極 Ｅ ２ と 接 地 電 極 Ｅ Ａ と の 間 で 加 速 し 易 く 、  
エ ネ ル ギ ー が 高 い 状 態 に あ る 。 こ の た め 、 第 ２ 放 電 電 極 Ｅ ２ と 接 地 電 極 Ｅ Ａ と の 間 の 電 子  
に は 、 空 中 の 酸 素 分 子 の 解 離 エ ネ ル ギ ー で あ る ５ ． １ ２ ｅ Ｖ よ り も 高 い エ ネ ル ギ ー の 電 子  
も 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 高 い エ ネ ル ギ ー の 電 子 は 、 空 気 中 の 酸 素 分 子 と 衝 突 し 、 解 離 し た 酸 素 原 子 と 酸 素 分 子 と  
を 含 む 三 体 衝 突 が 生 じ て オ ゾ ン が 生 成 さ れ る 。 な お 、 放 電 生 成 物 Ｄ Ｐ １ と 放 電 生 成 物 Ｄ Ｐ  
２ の 違 い は 、 上 記 の 負 イ オ ン と オ ゾ ン と に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 他 に 、 例 え ば 活 性 種  
の 比 率 又 は 濃 度 が 異 な る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 実 施 の 形 態 ３ に よ る 活 性 種 発 生 装 置 ３ ０ ０ に よ れ ば 、
活 性 種 発 生 器 ３ １ ２ は 、 第 １ 放 電 電 極 Ｅ １ か ら 発 生 す る 放 電 生 成 物 Ｄ Ｐ １ に 加 え て 、 第 ２  
放 電 電 極 Ｅ ２ か ら 放 電 生 成 物 Ｄ Ｐ １ と は 異 な る 放 電 生 成 物 Ｄ Ｐ ２ を 発 生 さ せ る の で 、 放 電  
生 成 物 Ｄ Ｐ １ と 放 電 生 成 物 Ｄ Ｐ ２ と の 両 者 を 用 い て 処 理 対 象 を 処 理 で き る た め 、 カ ビ お よ  
び 微 生 物 等 の 殺 菌 、 不 活 化 効 果 を 更 に 高 め る こ と が で き る 。
　 ま た 、 湿 度 が 高 い 環 境 で は 放 電 生 成 物 Ｄ Ｐ １ と 放 電 生 成 物 Ｄ Ｐ ２ の 発 生 特 性 が 変 わ り 、  
濃 度 の 変 化 が 生 じ 易 い が 、 空 間 の 中 で 湿 度 の 低 い 地 面 付 近 で 放 電 生 成 物 Ｄ Ｐ １ と 放 電 生 成  
物 Ｄ Ｐ ２ を 発 生 さ せ て 、 湿 度 の 高 い 天 井 付 近 に 送 風 す る こ と で 、 微 生 物 の 不 活 化 効 果 を 向  
上 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
実 施 の 形 態 ４ ．
　 以 下 、 実 施 の 形 態 ４ に 係 る 活 性 種 発 生 装 置 ４ ０ ０ を 、 実 施 の 形 態 １ と 異 な る 部 分 を 中 心  
に 説 明 す る 。
図 ８ は 、 活 性 種 発 生 装 置 ４ ０ ０ の 概 略 構 成 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
活 性 種 発 生 装 置 ４ ０ ０ は 、 送 風 方 向 を 変 更 可 能 な 吹 出 し 口 ４ １ １ を 備 え る 。 ま た 、 複 数 の  
活 性 種 発 生 装 置 ４ ０ ０ が 、 連 携 し て 、 集 中 し て 活 性 種 を 含 む 空 気 Ａ Ｒ を 天 井 Ｓ 周 辺 に 供 給  
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し 、 カ ビ お よ び 微 生 物 の 繁 殖 し 易 い 箇 所 を 狙 う こ と が で き る 。
　 実 施 の 形 態 ４ に 係 る 活 性 種 発 生 装 置 は 、
前 記 吹 出 し 口 の 向 き は 、 変 更 可 能 で あ る の で 、
活 性 種 を 効 率 的 に 作 用 さ せ 、 カ ビ お よ び 微 生 物 の 繁 殖 を 抑 制 す る 効 果 が 高 ま る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
実 施 の 形 態 ５ ．
　 以 下 、 実 施 の 形 態 ５ に 係 る 活 性 種 発 生 装 置 ５ ０ ０ お よ び 、 カ ビ お よ び 微 生 物 の 繁 殖 抑 制  
方 法 を 、 実 施 の 形 態 １ と 異 な る 部 分 を 中 心 に 説 明 す る 。
図 ９ は 、 活 性 種 発 生 装 置 ５ ０ ０ の 概 略 構 成 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
図 １ ０ は 、 閉 塞 空 間 Ｋ の 温 度 お よ び 湿 度 と 、 カ ビ お よ び 微 生 物 の 繁 殖 の 関 係 を 示 す 図 で あ  
る 。 図 １ ０ 、 領 域 Ａ に 示 す 温 度 と 湿 度 の 組 み 合 わ せ は 、 カ ビ 、 微 生 物 が 極 め て 発 生 し 難 い  
い 閉 塞 空 間 Ｋ の 環 境 を 示 し て い る 。 図 １ ０ 、 領 域 Ｂ に 示 す 温 度 と 湿 度 の 組 み 合 わ せ は 、 カ  
ビ 、 微 生 物 が 発 生 し 難 い 閉 塞 空 間 Ｋ の 環 境 を 示 し て い る 。 図 １ ０ 、 領 域 Ｃ に 示 す 温 度 と 湿  
度 の 組 み 合 わ せ は 、 カ ビ 、 微 生 物 が 発 生 し 易 い 閉 塞 空 間 Ｋ の 環 境 を 示 し て い る 。
活 性 種 発 生 装 置 ５ ０ ０ は 、 温 度 お よ び 湿 度 を 検 出 す る 第 １ セ ン サ １ ７ （ 温 湿 度 セ ン サ ） を  
備 え る 。 活 性 種 発 生 装 置 ５ ０ ０ は 、 第 １ セ ン サ １ ７ か ら の 温 度 情 報 お よ び 湿 度 情 報 を 元 に  
、 カ ビ お よ び 微 生 物 の 繁 殖 し 易 い 温 度 環 境 お よ び 湿 度 環 境 の 時 に 稼 働 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ １ は 、 第 １ セ ン サ を 使 用 し た 活 性 種 発 生 装 置 ５ ０ ０ の 稼 働 制 御 フ ロ ー を 示 す 図 で あ  
る 。
活 性 種 発 生 装 置 ５ ０ ０ は 、 第 １ セ ン サ １ ７ か ら 、 温 度 お よ び 湿 度 を 取 得 し 、 温 度 お よ び 湿  
度 が 、 図 １ ０ に 示 す カ ビ お よ び 微 生 物 の 発 生 し 易 い 温 度 お よ び 湿 度 の 組 み 合 わ せ の 閾 値 を  
超 え た と 判 定 す る と （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ０ １ － Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 活 性 種 発 生 器 １ ２ の 稼 働 を 開 始 す る  
（ ス テ ッ プ Ｓ ０ ０ ２ ） 。 そ し て 、 予 め 定 め ら れ た 一 定 の 時 間 を 経 過 す る と （ ス テ ッ プ Ｓ ０  
０ ３ ） 、 活 性 種 発 生 器 １ ２ の 稼 働 を 停 止 し て （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ０ ４ ） ス テ ッ プ Ｓ ０ ０ １ に 戻  
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 温 度 お よ び 湿 度 判 定 の ス テ ッ プ Ｓ ０ ０ １ に お い て 、 温 度 お よ び 湿 度 が 閾 値 を 超 え て い な  
い と 判 定 し た 場 合 （ Ｓ ０ ０ １ － Ｎ Ｏ ） は 、 一 定 時 間 待 機 し て （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ０ ５ ） 、 ス テ  
ッ プ Ｓ ０ ０ １ に 戻 る 。 こ の よ う に 、 活 性 種 発 生 装 置 ５ ０ ０ に よ れ ば 、 効 率 的 に 活 性 種 発 生  
器 １ ２ を 稼 働 さ せ 、 省 エ ネ に 資 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ ２ は 、 第 １ セ ン サ を 使 用 し た 活 性 種 発 生 装 置 ５ ０ ０ の 発 生 量 制 御 フ ロ ー を 示 す 図 で  
あ る 。 図 １ １ を 用 い て 説 明 し た 稼 働 制 御 フ ロ ー は 、 温 度 お よ び 湿 度 に 基 づ い て 、 活 性 種 発  
生 器 １ ２ の Ｏ Ｎ 、 Ｏ Ｆ Ｆ を 制 御 し た が 、 図 １ ２ に 示 す 発 生 量 制 御 フ ロ ー で は 、 第 １ セ ン サ  
１ ７ か ら 取 得 す る 温 度 お よ び 湿 度 に よ っ て 、 活 性 種 の 発 生 量 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま ず 、 発 生 量 制 御 フ ロ ー で は 、 活 性 種 発 生 器 １ ２ は 、 通 常 稼 働 し て い る （ ス テ ッ プ Ｓ ０  
０ ０ ） 。 活 性 種 発 生 装 置 ５ ０ ０ は 、 第 １ セ ン サ １ ７ か ら 、 温 度 お よ び 湿 度 を 取 得 し 、 温 度  
お よ び 湿 度 が 、 図 １ ０ に 示 す カ ビ お よ び 微 生 物 の 発 生 し 易 い 温 度 お よ び 湿 度 の 閾 値 を 超 え  
た と 判 定 す る と （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ０ １ － Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 活 性 種 発 生 器 １ ２ に お い て 発 生 さ せ る 活  
性 種 を 増 や す （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ０ ６ ） 。 そ し て 、 予 め 定 め ら れ た 一 定 時 間 を 経 過 す る と （ ス  
テ ッ プ Ｓ ０ ０ ７ ） 、 活 性 種 発 生 器 １ ２ の 稼 働 を 通 常 稼 働 に 戻 し て （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ０ ８ ） ス  
テ ッ プ Ｓ ０ ０ ０ に 戻 る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 温 度 お よ び 湿 度 判 定 の ス テ ッ プ Ｓ ０ ０ １ に お い て 、 温 度 お よ び 湿 度 が 閾 値 を 超 え て い な  
い と 判 定 し た 場 合 （ Ｓ ０ ０ １ － Ｎ Ｏ ） は 、 活 性 種 の 発 生 量 を 減 ら し て （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ０ ９  
） 、 一 定 時 間 待 機 し て （ ス テ ッ プ Ｓ ０ １ ０ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ０ ０ ０ に 戻 る 。 こ の よ う に 、 発  
生 量 制 御 フ ロ ー に よ れ ば 、 効 率 的 に 活 性 種 発 生 器 １ ２ の 稼 働 状 態 を 変 化 さ せ 、 省 エ ネ に 資  
す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 第 １ セ ン サ １ ７ と し て の 温 湿 度 セ ン サ は 、 遠 隔 場 所 の 温 度 を 計 測 で き る 赤 外 線 セ  
ン サ を 用 い る と 、 実 際 の 天 井 の 温 度 を 測 定 で き 、 よ り 正 確 に 活 性 種 発 生 器 １ ２ を 制 御 で き  
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 実 施 の 形 態 ５ に 係 る 活 性 種 発 生 装 置 は 、
温 湿 度 セ ン サ を 備 え 、 閉 塞 空 間 の 湿 度 お よ び 温 度 に 応 じ て 前 記 活 性 種 発 生 器 の 運 転 を 制 御  
す る の で 、
効 率 的 に 活 性 種 発 生 器 １ ２ の 稼 働 状 態 を 変 化 さ せ 、 省 エ ネ に 資 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
実 施 の 形 態 ６ ．
　 以 下 、 実 施 の 形 態 ６ に 係 る 活 性 種 発 生 装 置 ６ ０ ０ お よ び 、 カ ビ お よ び 微 生 物 の 繁 殖 抑 制  
方 法 を 、 実 施 の 形 態 ５ と 異 な る 部 分 を 中 心 に 説 明 す る 。
図 １ ３ は 、 活 性 種 発 生 装 置 ６ ０ ０ の 概 略 構 成 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
活 性 種 発 生 装 置 ６ ０ ０ は 、 閉 塞 空 間 Ｋ の 照 度 を 検 出 す る 第 ２ セ ン サ １ ８ （ 照 度 セ ン サ ） を  
備 え る 。 活 性 種 発 生 装 置 ６ ０ ０ は 、 第 ２ セ ン サ １ ８ か ら の 照 度 情 報 を 元 に 、 夜 間 な ど 、 閉  
塞 空 間 Ｋ 内 に 人 の 居 な い 、 暗 い 環 境 時 に 稼 働 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ ４ は 、 第 ２ セ ン サ １ ８ を 使 用 し た 活 性 種 発 生 装 置 ６ ０ ０ の 稼 働 制 御 フ ロ ー を 示 す 図  
で あ る 。
活 性 種 発 生 装 置 ６ ０ ０ は 、 第 ２ セ ン サ １ ８ か ら 、 閉 塞 空 間 Ｋ の 照 度 を 取 得 し 、 閉 塞 空 間 Ｋ  
の 照 度 が 、 予 め 定 め ら れ た 閾 値 未 満 と 判 定 す る と （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ １ － Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 活 性 種  
発 生 器 １ ２ の 稼 働 を 開 始 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ０ ２ ） 。 そ し て 、 予 め 定 め ら れ た 一 定 の 時 間  
を 経 過 す る と （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ０ ３ ） 、 活 性 種 発 生 器 １ ２ の 稼 働 を 停 止 し て （ ス テ ッ プ Ｓ ０  
０ ４ ） ス テ ッ プ Ｓ ０ ０ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 閉 塞 空 間 Ｋ の 照 度 判 定 の ス テ ッ プ Ｓ ０ ０ １ に お い て 、 照 度 が 閾 値 未 満 で な い と 判 定 し た  
場 合 は （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ １ － Ｎ Ｏ ） 、 一 定 時 間 待 機 し て （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ０ ５ ） 、 ス テ ッ プ  
Ｓ ０ ０ １ に 戻 る 。 こ の よ う に 、 活 性 種 発 生 装 置 ６ ０ ０ に よ れ ば 、 夜 間 な ど 、 閉 塞 空 間 Ｋ 内  
に 人 の 居 な い 、 空 気 の 流 動 が 少 な い 暗 い 環 境 時 に 活 性 種 発 生 器 １ ２ を 稼 働 さ せ 、 省 エ ネ に  
資 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ ５ は 、 第 ２ セ ン サ １ ８ を 使 用 し た 活 性 種 発 生 装 置 ６ ０ ０ の 発 生 量 制 御 フ ロ ー を 示 す  
図 で あ る 。 図 １ ４ を 用 い て 説 明 し た 稼 働 制 御 フ ロ ー は 、 閉 塞 空 間 Ｋ の 照 度 に 基 づ い て 、 活  
性 種 発 生 器 １ ２ の Ｏ Ｎ 、 Ｏ Ｆ Ｆ を 制 御 し た が 、 図 １ ５ に 示 す 発 生 量 制 御 フ ロ ー で は 、 第 ２  
セ ン サ １ ８ か ら 取 得 す る 閉 塞 空 間 Ｋ の 照 度 に よ っ て 、 活 性 種 の 発 生 量 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま ず 、 発 生 量 制 御 フ ロ ー で は 、 活 性 種 発 生 器 １ ２ は 、 通 常 稼 働 し て い る （ ス テ ッ プ Ｓ ０  
０ ０ ） 。 活 性 種 発 生 装 置 ６ ０ ０ は 、 第 ２ セ ン サ １ ８ か ら 、 閉 塞 空 間 Ｋ の 照 度 を 取 得 し 、 照  
度 が 、 予 め 定 め ら れ た 閾 値 未 満 と 判 定 す る と （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ １ － Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 活 性 種 発 生  
器 １ ２ に お い て 発 生 さ せ る 活 性 種 を 増 や す （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ０ ６ ） 。 そ し て 、 予 め 定 め ら れ  
た 一 定 時 間 を 経 過 す る と （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ０ ７ ） 、 活 性 種 発 生 器 １ ２ の 稼 働 を 通 常 稼 働 に 戻  
し て （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ０ ８ ） ス テ ッ プ Ｓ ０ ０ ０ に 戻 る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 閉 塞 空 間 Ｋ の 照 度 判 定 の ス テ ッ プ Ｓ ０ ０ １ に お い て 、 照 度 が 閾 値 未 満 で な い と 判 定 し た  
場 合 （ Ｓ ６ ０ １ － Ｎ Ｏ ） は 、 活 性 種 の 発 生 量 を 減 ら し て （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ０ ９ ） 、 一 定 時 間  
待 機 し て （ ス テ ッ プ Ｓ ０ １ ０ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ０ ０ ０ に 戻 る 。 こ の よ う に 、 発 生 量 制 御 フ ロ  
ー に よ れ ば 、 夜 間 な ど 、 閉 塞 空 間 Ｋ 内 に 人 の 居 な い 、 空 気 の 流 動 が 少 な い 暗 い 環 境 時 に 効  
率 的 に 活 性 種 発 生 器 １ ２ の 稼 働 状 態 を 変 化 さ せ 、 省 エ ネ に 資 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
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　 実 施 の 形 態 ６ に 係 る 活 性 種 発 生 装 置 は 、
照 度 セ ン サ を 備 え 、 閉 塞 空 間 の 照 度 に 応 じ て 前 記 活 性 種 発 生 器 の 運 転 を 制 御 す る の で 、
効 率 的 に 活 性 種 発 生 器 １ ２ の 稼 働 状 態 を 変 化 さ せ 、 省 エ ネ に 資 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
実 施 の 形 態 ７ ．
　 以 下 、 実 施 の 形 態 ７ に 係 る 空 調 機 を 、 図 を 用 い て 説 明 す る 。
図 １ ６ Ａ は 、 空 調 機 ５ ０ の 斜 視 図 で あ る 。
図 １ ６ Ｂ は 、 空 調 機 ５ ０ の 概 略 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
空 調 機 ５ ０ は 、 実 施 の 形 態 １ ～ ６ に お い て 説 明 し た 活 性 種 発 生 器 を 床 設 置 型 の 空 調 機 ５ ０  
内 に 搭 載 し 、 天 井 Ｓ の 方 向 に 活 性 種 を 含 む 空 気 Ａ Ｒ を 送 風 す る 。 空 調 機 ５ ０ は 、 活 性 種 発  
生 器 １ ２ ま た は 活 性 種 発 生 器 ３ １ ２ と 、 送 風 器 １ ３ と 、 熱 交 換 器 ７ １ ５ と を 備 え る 。
　 実 施 の 形 態 ７ に 係 る 空 調 機 は 、
前 記 活 性 種 発 生 装 置 を 内 蔵 し た の で 、
活 性 種 発 生 器 ７ １ ２ を 搭 載 す る だ け で 、 閉 塞 空 間 Ｋ の 空 気 を 清 潔 に 保 て る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
実 施 の 形 態 ８ ．
　 以 下 、 実 施 の 形 態 ８ に 係 る 冷 凍 冷 蔵 シ ョ ー ケ ー ス を 、 図 を 用 い て 説 明 す る 。
図 １ ７ は 、 冷 凍 冷 蔵 シ ョ ー ケ ー ス ６ ０ （ 以 下 、 単 に シ ョ ー ケ ー ス ６ ０ と し 、 冷 凍 機 能 お よ  
び 冷 蔵 機 能 の 少 な く と も 一 方 の 機 能 を 有 す う 冷 却 装 置 を 備 え て い れ ば よ い 。 ） の 斜 視 図 で  
あ る 。
図 １ ８ は 、 シ ョ ー ケ ー ス ６ ０ の 概 略 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
図 １ ９ は 、 シ ョ ー ケ ー ス ６ ０ の 背 後 に 設 け た 吸 気 ダ ク ト ６ ４ 内 を 上 昇 す る 廃 熱 の 流 れ を 示  
す 断 面 図 で あ る 。
図 ２ ０ は 、 シ ョ ー ケ ー ス ６ ０ を 設 置 し た 閉 塞 空 間 Ｋ の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ ７ お よ び 図 １ ８ に 示 す シ ョ ー ケ ー ス ６ ０ は 、 店 舗 に お い て 、 冷 凍 食 品 、 冷 蔵 食 品 、  
飲 料 品 な ど を 陳 列 す る た め に 使 用 す る 。 筐 体 ６ １ の 内 部 に 、 凝 縮 器 ６ ２ 、 熱 交 換 器 ６ ３ 等  
を 内 蔵 し て い る 。
図 ２ ０ に 示 す よ う に 、 冷 た い 空 気 を 送 風 す る シ ョ ー ケ ー ス ６ ０ を 設 置 し た 閉 塞 空 間 Ｋ に お  
い て は 、 暖 房 機 等 に よ り 温 め ら れ た 湿 度 の 高 い 暖 か い 空 気 Ａ Ｈ が 天 井 Ｓ の 近 傍 に 滞 留 す る  
。 そ し て 、 こ の 暖 か い 空 気 Ａ Ｈ が 、 シ ョ ー ケ ー ス ６ ０ か ら 送 風 さ れ る 冷 気 Ａ Ｃ に 触 れ る こ  
と に よ っ て 天 井 Ｓ お よ び 天 井 Ｓ 近 傍 の 側 壁 面 に 結 露 Ｃ Ｏ が 生 じ 、 こ れ が カ ビ お よ び 微 生 物  
の 増 殖 要 因 と な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 シ ョ ー ケ ー ス ６ ０ は 、 天 面 ６ ０ Ｕ に 、 実 施 の 形 態 １ か ら 実 施 の 形  
態 ６ で 説 明 し た 活 性 種 発 生 装 置 １ ０ ０ 、 １ ０ ０ Ａ 、 １ ０ ０ Ｂ 、 ２ ０ ０ 、 ３ ０ ０ 、 ４ ０ ０ 、  
５ ０ ０ 、 ６ ０ ０ の い ず れ か を 載 置 し て 備 え る 。 天 井 Ｓ に 近 い 場 所 か ら 活 性 種 を 含 む 空 気 Ａ  
Ｒ を 送 風 で き る の で 、 特 に 湿 度 の 高 い 天 井 Ｓ の 近 傍 に 効 果 的 に 活 性 種 を 散 布 で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 シ ョ ー ケ ー ス ６ ０ の 凝 縮 器 ６ ２ か ら 発 生 す る 廃 熱 を シ ョ ー  
ケ ー ス ６ ０ の 背 面 、 底 部 か ら 排 出 し 、 こ の 廃 熱 の 一 部 を 活 性 種 発 生 装 置 １ ０ ０ ～ ６ ０ ０ に  
繋 が る 吸 気 ダ ク ト ６ ４ か ら 吸 入 さ せ る こ と に よ っ て 、 凝 縮 器 ６ ２ の 廃 熱 は 、 吸 気 ダ ク ト ６  
４ 内 を 上 昇 し 、 シ ョ ー ケ ー ス ６ ０ の 天 面 ６ ０ Ｕ に 設 置 し た 活 性 種 発 生 装 置 １ ０ ０ ～ ６ ０ ０  
に 吸 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 冷 気 Ａ Ｃ の 混 入 を 抑 制 し て 、 活 性 種 を 含 む 相 対 湿 度 の 低 い 、 暖 か い 空 気 Ａ  
Ｈ を 天 井 Ｓ 近 傍 に 、 天 井 Ｓ に 近 い 場 所 か ら 送 風 で き る の で 、 カ ビ お よ び 微 生 物 の 不 活 化 効  
果 を 更 に 向 上 で き る 。 な お 、 吸 気 ダ ク ト ６ ４ は 、 筐 体 ６ １ 内 に 設 け て も 良 い し 、 後 付 け と  
し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
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　 図 ２ １ は 、 天 面 ６ ０ Ｕ の 前 方 縁 部 ６ ０ Ｕ Ｆ に 、 上 方 に 突 出 す る 障 壁 ６ ５ を 設 け た シ ョ ー  
ケ ー ス ６ ０ の 概 略 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
シ ョ ー ケ ー ス ６ ０ の 内 部 に 発 生 す る 冷 気 Ａ Ｃ を 、 活 性 種 発 生 装 置 １ ０ ０ ～ ６ ０ ０ と の 間 で  
遮 断 す る 障 壁 ６ ５ を 設 け る こ と に よ っ て 、 活 性 種 発 生 装 置 １ ０ ０ ～ ６ ０ ０ が 、 シ ョ ー ケ ー  
ス ６ ０ か ら の 冷 気 Ａ Ｃ を 直 接 吸 引 す る こ と を 防 止 で き る 。 こ れ に よ り 、 天 井 Ｓ お よ び 天 井  
Ｓ 近 傍 の 側 壁 面 に 冷 却 さ れ た 相 対 湿 度 が 高 い 空 気 が 搬 送 さ れ て 結 露 が 発 生 す る こ と を 防 止  
で き 、 活 性 種 発 生 装 置 １ ０ ０ ～ ６ ０ ０ を 効 果 的 に 利 用 で き る 。
　 実 施 の 形 態 ８ に 係 る シ ョ ー ケ ー ス は 、
前 記 活 性 種 発 生 装 置 が 天 面 に 設 置 さ れ て い る 、 冷 却 装 置 を 有 す る の で 、
特 に 湿 度 の 高 い 天 井 Ｓ の 近 傍 に 効 果 的 に 活 性 種 を 散 布 で き る 。
ま た 、 実 施 の 形 態 ８ に 係 る シ ョ ー ケ ー ス は 、
前 記 シ ョ ー ケ ー ス の 凝 縮 器 か ら 発 生 す る 廃 熱 を 、 前 記 活 性 種 発 生 装 置 に 供 給 す る 吸 気 ダ ク  
ト を 備 え る 。 こ れ に よ り 、 冷 気 Ａ Ｃ の 混 入 を 抑 制 し て 、 活 性 種 を 含 む 相 対 湿 度 の 低 い 、 暖  
か い 空 気 Ａ Ｈ を 天 井 Ｓ 近 傍 に 、 天 井 Ｓ に 近 い 場 所 か ら 送 風 で き る の で 、 カ ビ お よ び 微 生 物  
の 不 活 化 効 果 を 更 に 向 上 で き る 。
ま た 、 実 施 の 形 態 ８ に 係 る シ ョ ー ケ ー ス は 、
前 記 シ ョ ー ケ ー ス の 内 部 に 発 生 す る 冷 気 を 、 前 記 活 性 種 発 生 装 置 と の 間 で 遮 断 す る 障 壁 を  
、 前 記 天 面 に 備 え る の で 、
シ ョ ー ケ ー ス ６ ０ か ら の 冷 気 Ａ Ｃ を 直 接 吸 引 す る こ と を 防 止 で き る 。 こ れ に よ り 、 天 井 Ｓ  
お よ び 天 井 Ｓ 近 傍 の 側 壁 面 が 輻 射 に よ っ て 冷 却 さ れ て 結 露 が 発 生 す る こ と を 防 止 で き る 。  
ま た 、 活 性 種 発 生 装 置 １ ０ ０ ～ ６ ０ ０ を 効 果 的 に 利 用 で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 開 示 は 、 様 々 な 例 示 的 な 実 施 の 形 態 及 び 実 施 例 が 記 載 さ れ て い る が 、 １ つ 、 ま た は 複  
数 の 実 施 の 形 態 に 記 載 さ れ た 様 々 な 特 徴 、 態 様 、 及 び 機 能 は 特 定 の 実 施 の 形 態 の 適 用 に 限  
ら れ る の で は な く 、 単 独 で 、 ま た は 様 々 な 組 み 合 わ せ で 実 施 の 形 態 に 適 用 可 能 で あ る 。
従 っ て 、 例 示 さ れ て い な い 無 数 の 変 形 例 が 、 各 実 施 の 形 態 に 開 示 さ れ る 技 術 の 範 囲 内 に お  
い て 想 定 さ れ る 。 例 え ば 、 少 な く と も １ つ の 構 成 要 素 を 変 形 す る 場 合 、 追 加 す る 場 合 ま た  
は 省 略 す る 場 合 、 さ ら に は 、 少 な く と も １ つ の 構 成 要 素 を 抽 出 し 、 他 の 実 施 の 形 態 の 構 成  
要 素 と 組 み 合 わ せ る 場 合 が 含 ま れ る も の と す る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
　 １ ０ ０ ， １ ０ ０ Ａ ， １ ０ ０ Ｂ ， ２ ０ ０ ， ３ ０ ０ ， ４ ０ ０ ， ５ ０ ０ ， ６ ０ ０   活 性 種 発 生  
装 置 、 １ ０   ケ ー ス 、 １ １ ， ４ １ １   吹 出 し 口 、 １ ２ ， ３ １ ２   活 性 種 発 生 器 、 １ ３   送 風  
器 、 １ ４   フ ィ ル タ 、 １ ５   ヒ ー タ 、 １ ６   除 湿 器 、 １ ７   第 １ セ ン サ 、 １ ８   第 ２ セ ン サ  
、 ５ ０   空 調 機 、 ６ ０   シ ョ ー ケ ー ス 、 ６ ０ Ｕ   天 面 、 ６ ０ Ｕ Ｆ   前 方 縁 部 、 ６ １   筐 体 、  
６ ２   凝 縮 器 、 ６ ３ ， ７ １ ５   熱 交 換 器 、 ６ ４   吸 気 ダ ク ト 、 ６ ５   障 壁 、 Ａ Ｒ   活 性 種 を  
含 む 空 気 、 Ｄ Ｐ １ ， Ｄ Ｐ ２   放 電 生 成 物 、 Ｅ １   第 １ 放 電 電 極 、 Ｅ ２   第 ２ 放 電 電 極 、 Ｅ Ａ   
接 地 電 極 、 Ｈ   保 持 部 、 Ｋ   閉 塞 空 間 、 Ｌ １ ， Ｌ ２   放 電 距 離 、 Ａ Ｃ   冷 気 、 Ａ Ｈ   暖 か い  
空 気 、 Ｃ Ｏ   結 露 、 Ｓ   天 井 、 Ｘ   第 １ 方 向 。
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【 要 約 】
活 性 種 発 生 装 置 （ １ ０ ０ ） は 、 気 体 を 外 部 か ら 吸 入 し て 気 流 を 発 生 さ せ る 送 風 器 （ １ ３ ）  
と 、 放 電 現 象 に よ り 活 性 種 を 発 生 さ せ る 活 性 種 発 生 器 （ １ ２ ） と 、 前 記 活 性 種 を 含 む 気 体  
（ Ａ Ｒ ） を 下 方 か ら 上 方 へ 向 け て 送 風 す る 吹 出 し 口 （ １ １ ） と を 備 え る 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】



10

JP 7570562 B1 2024.10.21(17)

フロントページの続き

東京都千代田区丸の内二丁目７番３号  三菱電機株式会社内
審査官　 安齋  美佐子

(56)参考文献 特開２００７－１５１９９８（ＪＰ，Ａ）
特開２００４－２９３８９３（ＪＰ，Ａ）
特許第７３７０４９６（ＪＰ，Ｂ１）
特開２０１２－１６５９３７（ＪＰ，Ａ）
特開２００５－０９５６４９（ＪＰ，Ａ）
特開２００７－１６２９６６（ＪＰ，Ａ）
特開２０１１－２４２１０４（ＪＰ，Ａ）
特開２０１３－０６１０９５（ＪＰ，Ａ）
特開２０１５－０５９７０７（ＪＰ，Ａ）
特開２００５－０７６９０４（ＪＰ，Ａ）
特開２０１４－１１９１２１（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ａ６１Ｌ      ９／００－９／２２
Ａ４７Ｆ      ３／００－３／１４
Ｂ０１Ｄ    ５３／２６
Ｆ２５Ｄ    １１／００，２１／００，２３／００
Ｆ２４Ｆ      １／００，７／００，８／２６，８／３０


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	abstract
	drawings
	overflow

